
職域における検診の現状と課題

• 職域におけるがん検診に関するマニュアルを周知、理解、活用すること
は、正しいがん検診の実施をすることにつながる。

• 現在の職域で提供されているがん検診はマニュアルとの乖離が大きい
ことは明らかである。

• 検診項目（検査法、対象年齢、受診間隔）や精度管理の方法が正しく実
施されていないため、がん検診を提供する団体（健保/企業）ごとに異
なっており、事業評価もできない状況。

• 精度管理の実施者：検診機関（検査施設）、保険者、事業者、検診代行業
者等のすべての検診関係者

• 現在、科学的根拠のない検診が実施されている。

• マニュアルにおける工程の役割分担を示すことが必要。

• 検査項目や検査実施方法について、がん検診についての知識がある職
員がいない保険者は、検診代行業者の推奨する内容で実施している。

• 検診実施後の評価をする仕組みがなく、やりっぱなしになっている

• 産業医は、がん検診を実施する意思が希薄（産業医のマニュアル認知率
は大変低い）

工程項目例 専門家 保険者 企業
検診機
関

検診代行業者

⓪がん検診の企画 〇 〇
①検診実施主体と検診機関との委託契約 〇 〇 〇 〇
②検診対象者の抽出 〇 〇
③対象者への受診勧奨 〇 〇 〇
④検診機関での検査 〇
⑤検診結果の把握と要精検者（精密検査が
必要な人）の特定

〇 〇 〇

⑥要精検者への精検受診勧奨 〇 〇 〇
⑦精検結果の把握 〇 〇 〇
⑧検診データの記録・管理 〇 〇 〇

課題解決必要事項①

がん検診の主な工程 工程についての知識、実施、管理方法の提供が必要

（ツール開発含む）

課題解決必要事項➁
マニュアルとの乖離 がん検診の標準的なフローが実施できていない

実施体制
本事業は、事業運営委員会を組織して実施する。委員会事務局は代表組合とする

➢健保組合：がん検診提供に際し、契約している委託業者もしくは検診機関
と会議に出席をする。他事業会社の実情、委託業者、検診機関としてマニュ
アル運用について責任を負うべき項目を専門家に確認をする。

➢研究機関：マニュアルについての質問やマニュアル策定の経緯、今後につい
て説明や指導をする。

➢健診委託機関：がん検診精度管理指標の算出に必要なデータ提供のあり方
について検討を行う

➢システム開発会社：がん検診精度管理システムを健康保険組合が活用する
際の最大の障壁である検診機関の判定のばらつきを解消するためのシス
テム開発にあたり、アドバイスも含めて会議に参加する。

事業名：健保組合におけるがん検診精度管理・事業評価実現 がん検診提供者の連携構築、プロセス構築共同事業
代表組合：三菱電機健康保険組合 参加健保数：16



課題解決のためのコンソーシアム案 職域でがん検診の提供者である 健康保険組合、検診代行業者、検診機関がマニュアル実施、精度管
理実施の役割分担を明確化し、判定納品のためのシステムを開発する。

科学的根拠に基づいたがん検診を実施するために、課題の解決と職域の体制やメリットを活かした方法を開発必要

課題解決必要事項③検診機関ごとに違う多種多様な判定基準・判定表記

専門家

国立がん研究センター
高橋 宏和 氏
マニュアル指導
検診精度管理
事業評価

株式会社プロセシング

システム開発

健康保険組合A

検診委託業者A

健康保険組合C

検診委託業者C

健康保険組合B

検診委託業者B

東海大学
立道 昌幸氏
職域がん検診マニュア
ル普及指導

摂南大学
小川 俊夫氏
（がん検診精度管理シ
ステム開発者）

サンライフ企画

受診勧奨通知発送

BPO

コンタクトセンター

健保ごと、契約検診委託業者、契約検診機関が違う。自健保が契約している検診事業会社の標準
化を目指す

コンソーシアム体制

スケジュール
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